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１．背景

3

自分の立場、シチュエーション等（ex.出願前の事務所、中間処理時、
侵害訴訟時の競合企業等）によって、特許文書の評価は異なっている

A-1．発明者

A-2．知財担当者

B-1．弁理士

B-3．翻訳者

Ａ．企業（出願人） Ｂ．特許事務所（代理人） Ｃ．特許庁（審査官）

C-1．審査官

発明届出書 出願依頼書

特許願

拒絶通知

B-2．弁理士補助者

Ｄ．特許庁（外国）

特許願

D-1．審査官
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１－１．背景（発明者と知財担当者）

発明者と、その発明者から届出書を受けた知財担当者との間では、
特許制度の理解度の違いを主としたコミュニケーション・ギャップがある。

Ａ．企業（出願人）

A-1．発明者 A-2．知財担当者

発明届出書

今回の発明には、αという効果があるし、
Βという効果もあるんです。

特許の書類は、発明の効果よりも、
その効果を生み出す構成の方が大事。
それに、社内用語は通用しないよ。
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１－２．背景（企業と特許事務所）

企業の知財担当者と、代理人となる特許事務所との間では、
企業活動の理解度の違いを主としたコミュニケーション・ギャップがある。

企業（Ａ）と特許事務所（Ｂ）との関係

A-2．知財担当者

審査を通り易いような書き方にしました。
請求項も増やしました。

うちの業界では、交渉や訴訟が多いから、
特許査定がゴールでは困るんだよね。

B-1．弁理士

出願依頼書

明細書案
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１－３．背景（特許事務所での上司部下）

特許事務所の弁理士と弁理士補助者との間では、法的知識や
実務経験の違いを主としたコミュニケーション・ギャップがある。

特許事務所（Ｂ）での弁理士と補助者

B-2．弁理士補助者

キミの専門分野だから技術的な点は良いけれど、
権利範囲を狭めちゃう書き方を改めないと・・・

権利範囲が広いやら狭いやら指摘されるけど、
文体の好みの差だけのような気がしますけど・・・

B-1．弁理士

明細書下書き

明細書案
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１－４．背景（特許事務所での翻訳業務）

特許事務所の弁理士と翻訳者との間では、法的知識や業界慣習、
英語知識の違いを主としたコミュニケーション・ギャップがある。

特許事務所（Ｂ）での弁理士と補助者

B-3．翻訳者

『本発明によれば、ＡによってＢという効果を奏する』
って、主語がありません。主語は何ですか？

その指摘は最もなのですが、
この書き方は、業界での永年の慣習なんです。

B-1．弁理士

翻訳の案

明細書案
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１－５．背景（特許事務所と特許庁）

特許庁審査官と特許事務所の弁理士との間では、
技術常識の違いを主としたコミュニケーション・ギャップがある。

特許事務所（Ｂ）の弁理士と特許庁（Ｃ）の審査官

C-1．審査官B-1．弁理士

明細書

拒絶通知

『物質Ａを摂氏２００度以上で熱する』とありますが、
何度以下なのか、特定されていないので不明確です。

この技術分野で「熱する」とは、摂氏５００度を超えて
熱することはないのが常識なので、不明確ではないはずです。
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１－６．背景（特許事務所と外国特許庁）

特許事務所の弁理士と外国特許庁審査官との間では、審査実務（の習熟度）、
言語知識の違いを主としたコミュニケーション・ギャップがある。

特許事務所（Ｂ）の弁理士と外国特許庁（D）の審査官

D-1．外国特許庁の審査官B-1．弁理士

明細書

拒絶通知

『複数のギアを備え、前記のギアは、・・・』とあるが、
「前記のギア」は複数なのか、一つなのか不明確です。

日本語だけなら「前記のギア」とすれば、「複数のギア」を指す
けれど、英語になったら、確かに不明確となってしまうなぁ・・・



２．特許文書品質特性の概要（１）
旧特許文書品質特性



２．特許文書品質特性の概要（２）
新特許文書品質特性



２．特許文書品質特性の概要（２）２．特許文書品質特性の概要（３）
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３．特許文書品質の学習用テキスト（１）

13

特許文書品質特性モデルの学習用テキスト （α版）を
産業日本語研究会ＨＰ (tech-jpn.jp)にて公開

（ＵＲＬ）https://tech-jpn.jp/tokkyo-hinshitu-gakusyu-text/
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３．特許文書品質の学習用テキスト（１）
目次

14

第１章 特許文書品質特性の背景
第２章 特許文書品質特性の定義・概要
第３章 特許文書品質特性の利用方法
３．１ 特許文書特性の評価方法
３．２ 定性的な評価方法
３．３ 定量的な評価方法
３．４ 特許文書の品質評価の場面
第４章 分野別の特許文書品質特性の事例（悪例→良例）
（４．１）機械 （４．２）電気 （４．３）化学 （４．４）ソフト
第５章 分野別のサンプル明細書と特許文書品質特性との関係
（５．１）機械 （５．２）電気 （５．３）化学 （５．４）ソフト
第６章 演習課題（悪例を多く含むサンプル明細書に基づく）
（６．１）機械 （６．２）電気 （６．３）化学 （６．４）ソフト
第７章 終わりに

（付録）
（Ａ）特許文書品質チェックリスト（詳細版，簡易版）
（Ｂ）サンプル明細書（（１）機械 （２）電気 （３）化学 （４）ソフト）
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３．特許文書品質の学習用テキスト（２）
～ 定性的評価 ～

15

特許文書品質のチェックリスト
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３．特許文書品質の学習用テキスト（３）
～ 定量的評価 ～

16

特許文書品質の自動算出のために利用可能
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３．特許文書品質の学習用テキスト（４）
～ 良例・悪性 ～

17

４つの技術分野ごと、１３の特性ごとに、特性の理解を促す「悪例・良例」の事例を作成
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３．特許文書品質の学習用テキスト（４）
～ 良例・悪性 ～

４つの技術分野ごと、１３の特性ごとに、特性の理解を促す「悪例・良例」の事例を作成
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３．特許文書品質の学習用テキスト（５）

19

特許文書内での各事例の位置を明示
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３．特許文書品質の学習用テキスト（６）
～ 演習問題 ～

４つの技術分野ごとに、学習を促進する演習問題を作成
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３．特許文書品質の学習用テキスト（６）
～ 演習問題 ～

４つの技術分野ごとに、学習を促進する演習問題を作成
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４．今後
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（１）特許文書品質特性モデルの学習テキストの完成度を高める

（２）特許文書品質特性モデルの普及に向けた方策の検討・実施

・弁理士会の新人研修での上記テキストの使用の打診

・知的財産教育協会等でのシンポジウムの開催（2023/3予定）

・日本知的財産協会等への講義・研修の打診

・パテント、日本知財学会、知財管理、特技懇などへの投稿

・テキストの無料配布（冊子，PDF）

（ＵＲＬ）https://tech-jpn.jp/tokkyo-hinshitu-gakusyu-text/


